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元吉進氏の御高著『更級日記と東国の風景』が
上梓された。本のカバーには、二等辺三角形型に枝を広げる大木三 シルエットが夕映えの時空に美しく浮かび上がる写真が使用されているが、『更級日記』上京の記の始発部に印象的に記される上総の風景「木ぞ三つ立て 」を髣髴させる。『更級日記』研究の層は厚く、これまでに多くのすぐれた研究が重ねられてきた。しかし、本書のように作品冒頭部 上総や東国の土地と風景に焦点を定め、風土的背景や土地の歴史や文化を強く意識して論じた『更級日記』論は稀有な存在であり、表題に「東国」 「風景」を冠する『更級日記』研究の書は、おそらく当該書が初めてではないだろうか。著者の『更級日記』研究の関心が
「東国」にあることとその理由については、 「あとがき」で著者自身が述べている。
　
 菅原孝標女が少女期を過ごした上総国は著者自身の故郷でもあり、上総国府址近辺を流れている養老川を遡行すれば、最上流は実家のある大多喜町である。
（中略）
帰省の度に上
総国府推定地近辺を通っていた
（以下、略）
そして、それを著者は「これも何かの因縁かもしれない」と記している。カバーの写真と表題からは、その「因縁」に基づく『更級日記』と東国の風景にたいする著者の愛着と思いの深さが強く伝わってくる。 「東国」を鍵語として『更に迫った本書 今後の『更級日記』研究 進展に大きく寄与することであろう。『更級日記』は、作者菅原孝標女が十三歳から約四十年 わたる人生を、印象に残る場面を中心に回想的に記した仮名の日記である。孝標女は、上総介として下向 父菅原孝標 従 、継母上
総大輔・兄菅原定義・姉等の家族や乳母たちとともに三年余を上総国国府で過ごした。十三歳
（寛
仁四年〈一〇二〇〉 ）
の晩秋九月三日、任を終えた
父とともに上京の旅に出立する場面から『更級日記』は始まる。下総武蔵相模を経て、富士山、美濃、近江を おり、逢坂 関を越え、京に入ったのは十二月二日の夜であった。この入京にいたる三か月間の旅の様子を記したのが、いわゆる「上京の記」といわれる部分である。作品全体 約二割を占めるほど大部なまとまった叙述となっているが、この構成と量からも「上京の 」 『更級日記』の主題にかかわる作者 りの重要な意図がこめられている とは明らかであろう。著者はその「上京の記」に描出される風景―
主として
「東国」―
に視点を定め、そこから『更級日記』
を読み解こうとするのであ 。
本書は、 「Ⅰ
　
東国の風景論」
（八章）
「Ⅱ
　
息
長氏をめぐって」
（二章）
の二部構成になっている。
「Ⅱ」の近江の息長氏に関する二章も魅力的であるが、 「Ⅰ」の論考数が圧倒的に多く、ここからも著者の関心の在りどころ 窺われる。目次で内容を辿ると、 「Ⅰ
　
東国の風景論」は、 「
1『更級
日記』上京の記 表現について」 、 「
2『更級日
記』の薬師仏をめぐって」 、 「
3『更級日記』 「木
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が、そのなかで著者は『今昔物語集』等にも載る東国の強い相撲人の話題を取り上げる。相撲人という地下
（ぢげ）
の人々の登場に、 『更級日記』
のようなみやこの文学とがどのようにかかわ のだろうと違和感を覚えつつ読み進めることになる部分である。しかし、 『更級日記』の時代は、みやこと地方の交流が密になり 「歌枕」発見の時代とも称されるよ に地方世界への視野の広がりが顕著になりはじめた時代であった。当該部分は、そのような風土と歴史と文学が越境し融合しあう平安後期の時 性とも響き合う、著者の関心と研究の特徴がよく表われた、目配り 行き届いた労作であると思った。長谷章久 小山利彦両氏のご薫陶のもと、学生時代から長年にわたり先達の学風を継承し、現地踏査文学遺跡調査を怠ることなく行なってきた著者の、真摯で誠実な研究姿勢が如上の成果に結びついているのであろう。そして、その基底には、著者が「因縁」といわれる『更級日記』にたいする静かなる情熱があり、本書全体を覆っているよう 思われた。
最後に、本書所収論考のすべてが、昭和女子大
学『学苑』に発表され 御論考であることを申し添え、意を尽くせぬ拙文であること お詫びして筆を擱きたい。

（わだ
　
りつこ
　　
流通経済大学教授）
して丹念に説き、長い時代を経て創りあげられてきた上総周辺の特有の風土について言及する。そして、そのような歴史的文化的風土と絡めて『更級日記』作者 東国にたいする思 を説く。また、『更級日記』作者が旅の途中で見聞した「まのの長者」伝承について、東大寺大仏開眼供養の際にも上納された古代上総下総地方の特産「望
もう
陀だ
布ぬの
」
との関連など、歴史的背景を踏まえて考察する。『更級日記』冒頭部に記されたいくつも 伝承について、それらを単なるみやこの人々 地方の古代伝承世界への興味関心の域を超えたものとして、土地の産物や文化との交差を視野に入れ 論じている点が新鮮である。本書の最大 魅力は、 『古事記』 『万葉集』はじめ古代説話伝承、さら は中世説話等を広範に引用して、東国 風土のなかで生きた人々の感覚と東国の文化的特質を探り、そを『更級日記』作者が関心をもった土地や話の内容と重ねて論じている点であろう。風土的背景を基盤に、風土とそこに生きた人々 長年にわたる営みを広く見渡し 『更級日記』を論じると う方法は著者独自のものであり、 それをとおして 『更級日記』の新しい魅力が浮かびあがるのである。
さて、稿者がもっとも関心をもった話題につい
て述べてまとめとしたい。 「
6」では『更級日記』
と『源氏物語』の女君夕顔との関連 論じられる
ぞ三つ立てる」再考」 、 「
4『更級日記』の「ちち
ぶの山」について 、 「
5『更級日記』と上総国笠
森観音」 、 「
6『更級日記』と夕顔の花」 、 「
7『更
級日記』の橋の記述をめぐって」 、 「
8『更級日
記』における舟 記述をめぐって」で Ⅱ
　
息
長氏をめぐって」は、 「
9『更級日記』の風の表
現」 、 「
10『更級日記』の「おきながといふ人」を
めぐって」となる。
本書で、著者は作者にとっての東国の意味を歴
史的現実を踏まえて探り、東国が作者にとっては単なる旅の通過地点でなく、深く心 結ばれた地であったことを随所で示唆している。著者 『更級日記』論の中核 なす論述 ある。
たとえば、 「
5」の笠森観音は上総国の古刹であ
るが、土地の人々以外には、とくにみやこの人々には広く知られた寺とはいえず 従来、 『更級日記』

諸注釈ではわずかに触れられ だけであった。しかし、著者 笠森観音縁起の紹介から書きおこし、土地にまつわる古代説話伝承の用例を丹念に拾いあげ、 『更級日記』の書名とも深く関わる姥捨山伝承との関連までも視野に入れて論じる。ま 、「
2」・「
3」では、 「木ぞ三つ立てる」や孝標女が
作ったとされる「薬師仏」などの「木」に着眼し、古来、土地の人々が畏敬の念を抱いてきた霊木信仰やそれに付随する屋敷神等を多くの資料を提示
